
日薬業発第１９１号 

令和８年７月３１日 

都道府県薬剤師会会長 殿 

日 本 薬 剤 師 会 

会 長 岩 月  進 

（会長印省 略） 

緊急避妊薬の適正販売に係る環境整備のための調査事業（厚生労働省医薬局医薬品

審査管理課委託事業）報告書の公表ならびに事業成果の活用について（依頼） 

平素より本会業務に格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

 本日、厚生労働省より令和７年度事業報告書（最終報告書）が公表されました（別

添）。 

ご案内のとおり、緊急避妊薬は本年２月より、要指導医薬品として全国の薬局等

で販売が開始されております。本調査事業を通じて最適化された販売プロトコール

並びに適正使用に資すると判断された要件は、要指導医薬品たる緊急避妊薬の製造

販売承認審査を経て、承認条件及び製造販売業者が作成する販売用資材に反映され

ました。本事業にご協力を賜りました研究協力薬局、都道府県薬剤師会の皆様に深

く御礼申し上げます。 

 本報告書には、事業を通じて行った試験的販売にかかるデータのほか、令和７年

度事業において収集された対応困難事例や、事例を踏まえて研究班にて作成された

「販売時に想定される事象と対応例」、また、「薬剤師から産婦人科医への情報提供

文書（例）」、「販売にあたり薬局で取り組んでいただきたいこと」など、実際の販売

に活用しうる知見や情報が掲載されています。 

 各都道府県薬剤師会におかれましては、事業を通じて得られたこれら知見を薬剤

師に伝達いただきますとともに、販売時に想定される事象へのより的確な対応のた

め、医師をはじめ、犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センター、行政の

児童福祉部門や児童相談所、また警察等の関係機関との連携をより一層深めていた

だき、研修会・勉強会等を開催するなど、緊急避妊薬販売における薬剤師の対応がよ

り一層充実したものになるよう、ご支援、ご高配の程、よろしくお願い申し上げま

す。 

 また、令和７年度事業において収集した情報についても、今後、製造販売業者が作

成する販売用資材に活用・反映されるなど、販売の現場で有益に活用されることを

期待いたします。 

改めて、本事業にご協力を賜りました関係各所の皆様に心より御礼申し上げます。 

資料４
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＜別添＞ 

・令和７年度厚生労働省医薬局医薬品審査管理課事業 緊急避妊薬の適正販売に係る

環境整備のための調査事業 報告書 

厚生労働省ホームページに掲載されています。 

ホーム > 政策について > 分野別の政策一覧 > 健康・医療

> 医薬品・医療機器

> 緊急避妊薬のスイッチ OTC 化に係る環境整備のための調査事業 結果報告書

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_40123.html

日本薬剤師会ホームページにも掲載予定です。 

ホーム > 日本薬剤師会の活動 調査研究・報告書等

https://www.nichiyaku.or.jp/yakuzaishi/activities/investigation/report11
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